
看護管理　第32巻第11号
2022 年11 月10 日発行（毎月1 回10 日発行）

発行　株式会社医学書院
代表者：金原俊
〒113-8719　東京都文京区本郷 1-28-23
Published by IGAKU-SHOIN Ltd.
1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo
Ⓒ2022, Printed in Japan
印刷・製本　アイワード
定価　1760 円（本体 1600 円＋税 10％）

2022年 年間購読料
冊子版　税込 18876 円
冊子＋電子版　税込 22176 円
電子版　税込 18876 円

（いずれも送料弊社負担）

『看護管理』編集室（担当：小齋，林田，北原）
TEL03-3817-5777　FAX03-5804-0485
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
https://www.igaku-shoin.co.jp

［年間購読のお申し込み先］
医学書院販売・PR 部　TEL03-3817-5650

本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映
権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化
権を含む）は，株式会社医学書院が保有します。
本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，
デジタルデータ化など）は，「私的使用のため
の複製」など著作権法上の限られた例外を除
き禁じられています。大学，病院，診療所，企
業などにおいて，業務上使用する目的（診療，
研究活動を含む）で上記の行為を行うことは，
その使用範囲が内部的であっても，私的使用
には該当せず，違法です。また私的使用に該当
する場合であっても，代行業者等の第三者に
依頼して上記の行為を行うことは違法となり
ます。

〈出版者著作権管理機構委託出版物〉
複製される場合は，そのつど事前に出版者著
作権管理機構の許諾を得てください（TEL03-
5244-5088　FAX03-5244-5089　info@
jcopy.or.jp）。
本誌掲載論文・記事のタイトル頁最下段に記さ
れた［0917-1355/22/紙：￥500/電子：￥750/ 
論文/JCOPY］は，1 論文 1 回複製の料金を明
示したものです。これは表示のない論文等に
も適用されます。JCOPY へのご連絡の際に
は，筆頭著者名・論文名と併せて本表示をご
提示くださるようお願いします。

＊「看護管理」は，株式会社医学書院の登録商
標です。

次号
予告 12

2022

December

▶本欄の右下に「看護管理 まなびラボ（かん
ラボ）」Web サイトの情報を掲載しています。「か
んラボ」は 2023 年夏にスタート予定の，看護管
理者の皆さまを支える生涯学習サービスです。

「人材育成」「組織マネジメント」など 8カテゴ
リーの動画コンテンツや，双方向のコミュニケー
ションや施設を超えた交流を目指した参加型の
ウェビナーを提供します。情報を随時更新します
ので，雑誌をお読みになる際に一緒にご確認い
ただけますと幸いです（QR コードからもアクセス
可能です）。▶先日，福岡で行われた大学時代
の友人の結婚式に出席してきました。コロナ禍の
ため，マスク着用，アクリル板ありでしたが，卒業
ぶりに会う友人も参加しており，当時を思い出し
ました。出会って 10 年ちょっと，とても感慨深 
い……。幸せをお裾分けしてもらいました。おめ
でとう！� （林田）

▶恥ずかしながら，私は 10 代の頃からあがり症
に悩まされてきました。ある種の自律神経失調症
状だと思うのですが，緊張する場面に直面する
と，手や足，声の震え，突然の滝汗，腹痛など
の症状が出現します。幼少時から高校卒業まで
鍵盤楽器をやっていたのですが，何か月も朝
晩，土日もなく練習しても本番に弱く手が震え，
毎年先生に怒られていました……。最近，また
緊張する場面に直面して，いい歳して情けなく，
この状態を脱したいと，検索して見つけた「あが
り症外来」を受診しました。詳細は省きますが
（ご興味ある方，直接お教えします），治療はとて
もよく効き，緊張はするのですが震えが出ないと
いうだけで，自分の置かれた状況を客観視する
ことができ，前なら緊張していた場面にも落ち着
いて臨めるようになりました。数十年の悩みが 1
つ解決してちょっとすっきりです。� （小齋）

編集後記

特集

渡す（任せる）側としての 
タスク・シフト／シェア 
看護補助者との業務分担・協働推進のために
2022 年度診療報酬改定において，看護補助者との業務分担・協働推進のための「看護補
助体制充実加算」が新設され，看護補助者との協働に関する研修の受講が加算の要件として
挙げられました。� �
しかし，タスク・シフト／シェアの取り組みを進めていく上で，看護師は業務を委譲・依頼される
ことには慣れていますが，自分たちの業務を委譲・依頼することには慣れていない状況がありま
す。また，看護の質を保ちながら，多様な背景を持つ看護補助者へのタスク・シフト／シェアを
効果的に進めていく上で，看護管理者が特に考慮しなければならない点は多いです。� �
そこで，本特集では，看護の質・医療の質を保ち，「患者にとってよい医療」を提供し続けるた
めのタスク・シフト／シェアを推進する上での看護補助者との協働に向けた考え方，その取り組
みを紹介します。

【総論】看護補助者との業務分担・協働推進に向けた基本的な考え方◉秋山智弥
【論考】協働推進のために，看護職が理解しておきたい看護補助者の役割◉佐伯昌俊
【実践報告】上尾中央総合病院の取り組み◉岩屋芙美
【実践報告】浜松市リハビリテーション病院の取り組み◉山崎律子

特別記事　

【インタビュー】厚生労働省の看護関連の事業・施策について◉習田由美子
看護補助者との協働のための研修プログラム， 
看護補助者に関連した研修について◉高𣘺久美

巻頭シリーズ　

Share & Dialogue◉嶋田 至／広瀬義浩

2023年初夏より，看護管理者
の皆さまのための生涯学習サー
ビスを開始予定です。下記Web
サイトを，ぜひチェックしてみて
ください。
https://kanlabo.igaku-shoin.
co.jp/

「看護管理 まなびラボ」はじまります！

958     看護管理 Vol.32 No.11 2022

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
2 

2026/09/22 19:57:34


